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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

今年度の方針
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■全社MISSION

「自由」を Update する

なぜ、人は仕事をするのか？

私たちの答えは、「自由になる。自由を掴む」ためです。

自由という言葉は、

”好き勝手、制約されることなく気の向くままに”

という状態をイメージされる方も多いかと思います。

私たちの考える「自由」の定義は、違います。

「自由」とは、自らの意志で未来を創っていくこと。

他の人や他のコトに由って今があり、未来が創られるわけではなく、

自らの意志に由って今があり、自らの意志が未来を創る。

自ら選択した今を愉しみ、今に没頭し、未来の可能性を開拓する。

それこそが、「自由」の源泉です。

私たちが誰よりも「自由」を体現し、Updateし続け、

「自由」を伝播し続ける組織で在り続けます。
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■教育事業MISSIONと「教育」と「まちづくり」の関係性

FoudningBase教育では「ひとづくり」に向き合い、
その活動が結果として「まちづくり」に繋がる事業を作る。

-事業MISSION-

ひととまちとの関わりを通じて、
挑戦機会を最大化する

-結果として育みたいひと-

自分の可能性を信じて
行動する人材

-結果として育みたいまち-

ひとりひとりの挑戦が
溢れるまち

評価軸
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■指標（安平町_あびら教育プラン）

Before After（上期終了後）

対象⑴

対象⑵

あびら教育プラン（挑戦機会）に通う子どもた
ちが限定的で、誰かのための特別な場（塾）と
して認知されている。

挑戦プログラムにおいて、チーム内で子どもた
ちの成長プロセスの連携がとれておらず、短期
的な打ち手で留まってしまっている。

接触機会を子ども、大人ともに増やし、みんな
が通いたくなる場として認知をしてもらう

あびらぼ・ワクワクに通う子どもたちの現在地
の共通認識をチームでもち、一定水準の挑戦機
会や、そこに取り組む機会を提供している

⑴地域の事業者との連携（対象（１））
⑵小学4年生〜中学2年生をターゲットとしたコンテンツ設計（対象（１））
⑶ルーブリックを活用した、生徒設計の構築（対象（２））

注力
事項

指標

-目標-
子どもの
参加率30%
（年間50%）
達成率35%

-目標-
あびらぼと

ワクワク研究所に
おいて小4-中2の接触率30%

（年間50%）
達成率23%

-目標-
※通期※

ルーブリックにおいて
レベル4以上の生徒が
1名以上（PJの質）
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■みんなが集まりたくなる「あびら教育プラン」

（参加率）

■あびらぼ・ワクワクの正しい認知

（小４〜中２の接触率）
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注力業務数値

1Q実績
※6月末時点

年間目標

参加率 117名/100名 323名

接触率（4年〜中2） 32名 136名

参加率は遊育を中心に、順調に確保できている。
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

遊育
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自己紹介

増田紗斗（さっち）

今年度よりあびら教育プランメンバーに。

「他者とより善く生きていく」ことについて研究。

＃フルートしか勝たん！

＃なんでも手作り

＃愛と感謝
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目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）１QのGOOD/MORE

４）２Q活動計画
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■１）1Q活動計画

【目標】

・数字 6月に26名新規参加

・定性 リニューアル計画の実行

【計画】

リニューアル計画 コンテンツ

4
月

・子どもの遊び実態調査
・ぷれいば
・ガンケ山フリーデー（燻製／ペンキ遊び）

5
月

・コンセプトの言語化
・集客方法

・ぷれいば（ミニ企画開始）
・ガンケ山フリーデー
（火おこしマスターになろう／

植樹をしよう）

6
月

・遊育のスタンスを言語化
（可視化）
・振り返りシートの改訂

・ぷれいば
・One Stepコラボ企画
「ガンケ山に行ってみよう」

・ガンケ山フリーデー（ターザンロープ）



© FoundingBase

■２）1Q活動内容_全体像

・毎週水曜15時から18時

・ミニ企画実施

リニューアル計画

ぷれいば

ガンケ山

・フリーデー5回実施

・町民による企画をイベント化

・One Stepとコラボ（放課後こども教室）

・株式会社ガンケプロ発足

・背景：追分エリアで遊育の形骸化

・フィールドワーク

・コンセプト、思想、役割の言語化

・振り返りのアップデート
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2）１Qの活動内容_リニューアル計画

フィールドワーク

コンセプト、スタッフ役割の言語化

振り返りのアップデート
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2）１Qの活動内容_リニューアル計画

・コンテンツ設計の軸が明確になった
・協働（コラボ企画）に向けて、前提意識を揃える材料になった
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2）１Qの活動内容_ぷれいば_ミニ企画おやつ系

・作る過程での異年齢交流
・役割分担の工夫
・「おやつ」は惹かれるコンテンツ

スコーン作り

パンケーキ会
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2）１Qの活動内容_ぷれいば_ミニ企画出張ぷれいば

・自発的なルール設計
・なんでも表彰式（みんなの頑張りを讃えあう）
・まちの遊び場活用

アスレチック

タイムトライアル
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2）１Qの活動内容_ぷれいば_異年齢交流

・ビリヤードを介して小中学生が遊ぶ
・多世代がそれぞれの遊びを楽しむ場になっている

多世代が集う場に
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2）１Qの活動内容_ガンケ山_4月

⚪️燻製

⚪️ペンキ遊び

⚪️「どんな木植えたい？」アンケート
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2）１Qの活動内容_ガンケ山_5月

⚪️火おこしマスターになろ

う

⚪️植樹をしよう
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2）１Qの活動内容_ガンケ山_6月

⚪️ターザンロープ完

成
・自分の遊びに没頭
・「イベントへの参加」も
遊びの選択肢に
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2）１Qの活動内容_ガンケ山_株式会社ガンケプロ

・「ガンケ山の楽しさを知ってもらいたい！」
という想いから発足した、自発的なプロジェクト
・7月30日（日）にイベントを開催
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2）１Qの活動内容_参加率向上に向けての取り組み

・早来エリアの子どもがガンケ山を知る機会の
提供
・アプローチできていなかった層へ
・翌日に行われたガンケ山フリーデーの集客
にもつながった

⚪One Stepと協働
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3）1QのGOOD／MORE

・1Qは遊育の土台形成期だった
・2Qは「広げる」がテーマになりそう
ー遊び方を「広げる」、アプローチ層を「広げる」、
巻き込む大人を「広げる」

総評

運
営

Good More

・ぷれいばミニ企画導入
・コンセプトの可視化
・振り返りシート改訂
・町民の得意を活かした企画

・生産的な遊び、
既存の遊びを発展させること

・子ども発信のミニ企画が
実施できていない

注
力

・下校時コミュニケーション
・チラシの学校配布
・他事業との協働
・オフラインでのアタック

・追分エリアからの参加が鈍い
（ガンケ）
・こども園に対するアプローチを
打てていない
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■ 4）2Q活動計画

【目標】

・数字 新規65名参加

・定性 子ども発信の「やってみたい」を叶えること

【計画】

リニューアル計画 コンテンツ

7
月

・夏企画に向けた準備
・ぷれいば
・ガンケ山フリーデー
・株式会社ガンケプロ企画

８
月

・「やってみたい」を叶える
・追分こども園にアプローチ

・ぷれいば
・ガンケ山フリーデー
・マルシェ
・夏のイベント＠追分

9
月

・「やってみたい」を叶える
・早来こども園にアプローチ

・ぷれいば
・ガンケ山フリーデー
・夏のイベント＠早来
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

あびらぼ
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■目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）１QのGOOD/MORE

４）２Q活動計画
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１Qの活動計画

【目標】

・新規入会者の確保

・保護者面談の実施を通して、あびらぼ及びあびら教育プランの認識拡大

【計画】

4月 ・新規入会者に向けた企画立て

5月
・キックオフイベント
・医療編

6月
・保護者説明会
・建築編
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どう変えたか

授業3回分のどこかの回を「体験イベント」としての
見せ方に変更し、新規入会獲得を狙った。

何を何を コンテンツ

ターゲットに合
わせた体験型イ

ベント

チラシデザイン

訴求ポイントと
何をやるかの具
体性を持たせた

デザイン

１Qの活動内容_新規入会者企画（接触率向上に向けての取り組み）
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Before After

新規入会者計１２名（紹介も含む）

１Qの活動内容_新規入会者企画（接触率向上に向けての取り組み）
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１Qの活動内容_新規入会者企画（接触率向上に向けての取り組み）

あびらぼ保護者説明会の開催

＜Before＞
・「あびらぼ」がどんな場なのかよく分かっていな
い、週1の単体の教室捉えている。
・家庭における「あびらぼ」に関する会話が特にな
い。

＜After＞
・安平町独自の社会教育事業で素晴らしい取り組み。
・授業の内容を話さないけれど、楽しいのは知って
いた。授業体験ができて大人でもとても興味が湧い
た。
・家庭や学校ではできない経験と学びがある環境。
・授業を通して普段見ていても気づかないことにフ
ォーカスして、目から鱗なことを感じられて非常に
興味を持った。

あびらぼの正しい認知拡大のために、全保護者対象に体験型の説明会
を実施。参加率は60%いかなかったが、参加した方の意識変容を作る
ことができた機会となった。
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■今年度のカリキュラムについて

【あびらぼの役割】視野を拡げる・挑戦の方法を知る

世界のワクワクに出会う

↓

やってみる

↓

周りを巻き込んで、コトをつくる
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■今年度のカリキュラムについて

【あびらぼの役割】視野を拡げる・挑戦の方法を知る
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まとめ

１Qの活動内容_新規入会者企画（接触率向上に向けての取り組み）

あびらぼ、開講！

初回授業は「アルコールインクアート」を実施。本来のアートのよう
に、自分を自由に表現することを大切にしてほしいメッセージを込め
て開催。
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１Qの活動内容_授業内容

「寿命」について深く考える医療編を開催



© FoundingBase

１Qの活動内容_授業内容

高層建築物にフォーカスし、建物の裏にある人の「想
い」を考える建築編を開催
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１Qの活動内容_授業内容

あびらぼで育んだ好奇心を教室外でも実践できる余白「おうちでプチ
ミッション」を開始

あびらぼ、おうちでプチミッション！
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■あびらぼ_振り返り（志田）

小学部については、集客の効果もあり、両教室１０名を超える生徒数になった。
今後は振り返りの精度を上げ、より良い授業づくりを行いながら、中学生との
接点機会を模索し、接触率向上に向けて母集団を作っていく。

総評

運
営

Good More

・満足度の担保

・メンバーのファシリデビュー

・運営体制の見直し

・子供たちの反応をもとにした授業

振り返り

注
力

・新規入会者獲得（早来地区） ・中学生の母集団形成（追分地区）
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２Qの活動計画

【目標】

・ターゲットに合わせたイベントによる接触率の向上

・追分の中学生との接点機会を模索し、打ち手を考える

【計画】

7月 ・言葉編

8月
・新スキル授業
・北大VRイベント

9月
・新スキル授業
・イベント（仮）
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

ワクワク研究所
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■目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）２Q活動計画
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■１）1Q活動計画

【目標】

・ワクワク研究所の実施方法のブラッシュアップをする。

・集客のための準備をする。

【計画】

4月 ・ブラッシュアップのためのインプット

5月 ・ブラッシュアップ /資料作成

6月
・上記の継続
・チラシ作成
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■２）1Q活動内容_全体像

・アタックリストの作成

・チラシの作成

ブラッシュアップ

集客準備

・プロジェクト型学習に関わる書籍・記事からのinput

・挑戦機会を創出するためのプログラムの型の作成
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■２）1Q活動内容_ブラッシュアップ

あびら教育プラン全体におけるワクワク研究所の立ち位置について整理。

プログラムを再構築するための指針が形成された。

STEP 1

STEP 2 STEP 3
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■２）1Q活動内容_集客準備

コンシェルジュや総合学習を通じて、早来学園の子どもたちとの関わりを

持つことができ、対象をイメージしやすくなっている。
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■２）1Q活動内容_集客準備

「どんなことをする場所なのか？」のイメージがよりつきやすいように、

見せ方を修正。新規の子どもたちが入ってくることを狙う。
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■３）2Q活動計画

【目標】

・1Qに作成した型を軸に、プログラム詳細を固める。

・新しい子どもたちに参加してもらう（割合未定）。

【計画】

7月
・プログラム詳細の作り込み
・チラシの配布

8月 ・説明会の実施

9月 ・第5期スタート



© FoundingBase

■ ”まちづくり”を実現するスタンス

ABIRA Talks
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■目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）１QのGOOD/MORE

４）２Q活動計画
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■１）1Q活動計画

【目標】

・早来エリアでTalksを開催する。

・サポーターの新規率を50%にする。

【計画】

4月 ・チャレンジャーとのMTG

5月
・チャレンジャーとのMTG
・サポーター集客
・LINEオープンチャット開設・運用

6月
・上記の継続
・当日（6/24（土）16:00~18:00 @早来学園）
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■２）1Q活動内容_全体像

・新規率50%達成を狙ったリストアップ

・LINEオープンチャットの運用

・告知instagram投稿の作成

・サポーター募集チラシの作成

チャレンジャー伴走

サポーター集客

当日の運営
・「初めての場」に接続しやすいアイスブレイク

・会場のルール（臨み方）を明示

・「出場して良かった」と思えるような設計

・月に2~4回のMTG
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■２）1Q活動内容_チャレンジャー伴走

MTGの回数を担保することで信頼関係を構築し、

それぞれが納得する形での出場をサポートすることができた。

MTGを重ねるごとに、「自分の意見」になっていった。 夜な夜な集まってMTG。大人の目の輝きを感じられた。
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■２）1Q活動内容_サポーター集客

新規率の目標設定、新規集客用チラシ、オープンチャットを新しく開始。

新規率54%、申込→参加率92%を達成することができた。

LINEオープンチャット。
当日に向けて「ワクワク」感を醸成する。

新規集客用にチラシを作成
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■２）1Q活動内容_当日の運営

過去最高の74名の参加（大人56 / 子18）。参加者全員がフラットになれる

アイスブレイクの効果もあり、「挑戦を応援する」温かい場になった。
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■２）1Q活動内容_当日の運営

緊張しながらも無事発表終了。2組とも見事目標達成。

「挑戦して良かった」という感情を持ち帰ってもらえた。

見事達成。成功体験が自信に繋がる第一歩。 「挑戦して良かった」を感じられるコメントカード。

浦河町より試作品の馬糞ペレットを持参。熱量の高さ。 「この年齢で、こんな素直に想いを話せる場があるとは」
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■３）1QのGOOD MORE

Good More

⚫️過去最高74名の出席（大人56 /子18

名）

申込者のほか、飛び入り参加もあった。これは

『まなびお』での実施によるところが大きい。

⚫️サポーター新規率：54%

過去を知っている方々と今回初めての方の割合

を半数に設定し、戦略的な集客を実施。過去と

イマ、追分と早来が混ざり合う場を作れた。

⚫️申込→参加率：92%

オープンチャットの活用もあって、割合を高く

保てた。

⚫️集金オペレーションの精度向上

人数が増えても集金がスムーズに行くように、

オペレーションの見直しをする。

⚫よりシビアな”Talks”との分類

「温かさ」「挑戦して良かった」を大事にした

設計をした今回。そこは達成できたが、正直、

「どうなるかわからない」ドキドキ感は無かっ

た。両方重要だと思うので、分類して実施する

形を模索したい。
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■４）2Q活動計画

【目標】

・LINEオープンチャットで継続的にチャレンジ内容を発信する。

・Moreに掲げたTalksの展開についてまとめる。

【計画】

7月 ・LINEオープンチャットの運用

8月
・LINEオープンチャットの運用
・Talksの展開方法のまとめ

9月 ・LINEオープンチャットの運用
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

教育課程支援事業
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■目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）２Q活動計画
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■１）1Q活動計画

【計画】

4月 ・先生方と打ち合わせ

5月
・早来学園3年生：まち探検
・早来学園4年生：メロン学習

6月
・早来学園3年生：まち探検
・早来学園4年生：メロン学習
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■２）1Q活動内容_3年生『まち探検』

3コマに参加。主にICTツールを使ったまとめ作業のサポートを実施した。

見事達成。成功体験が自信に繋がる第一歩。 「挑戦して良かった」を感じられるコメントカード。

浦河町より試作品の馬糞ペレットを持参。熱量の高さ。 「この年齢で、こんな素直に想いを話せる場があるとは」

https://padlet.com/matsuoka/3-2023-774l46rrf7jljqnv
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■２）1Q活動内容_4年生『メロン学習』

12コマに参加。input授業 / 農家見学 / 選果場見学 / ハウスづくり / 整枝...

アサヒメロンとは??を理解する授業 追分旭地区の農家さん見学

農家さんから学んだノウハウの整理 選果場見学。流通の仕組みや糖度の調べ方を学習
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■２）1Q活動内容_4年生『メロン学習』

栽培方法を全てレクチャーし、全員同じプランターで育てた昨年度。「地
面orプランター」から選ばせて「探究ポイント」を増やした今年度。結果、
子どもたちの「メロン愛」に大きな変化があった。

地面orプランター??希望提出後に班ごとにハウスづくりの作戦会議。多様なハウスが完成した。

「自分たちのメロンを絶対に守るんだ」
という気持ちが生み出したカカシ

お亡くなりになったメロンを土葬で供養
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■１）2Q活動計画

【計画】

・3年：まち探検

・4年：メロン学習

・6年：平和学習 / 馬学習

・7年：防災学習

・9年：まちづくり
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

コンシェルジュ
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■目次

１）１Q活動計画

２）１Q活動内容

３）１QのGOOD/MORE

４）２Q活動計画
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■１）1Q活動計画

【実施したこと】KPI：イベント4回中2回実施

4月
・一般開放開始
・業務をメンバーでインプット

5月

・コアメンバーで定例ミーティングを行い、それぞれの
疑問の解消や対応の共有を行い連携体制を作った
・赤ちゃんイベントの開催

6月

・コアメンバーで定例ミーティングを行い、それぞれの
疑問の解消や対応の共有を行い連携体制を作った
・ABIRA Talksイベント開催
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１Qの活動内容

コンシェルジュボードの設置

コンシェルジュの存在が認知されにくく、質問が司書さんに集
まってしまう問題から、コンシェルジュボードを作成し、誰に
聞けばいいかを可視化
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１Qの活動内容

赤ちゃんカフェの開催

大人１２名、子供１４名の参加。子育て世代からの意見を徴収
し、まなびおの改善点などをヒアリングした。
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１Qの活動内容
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■コンシェルジュ_振り返り（志田）

Slackを活用し、予約までの連携が取れるようになった。
一方で、事前予約や当日キャンセルなどの相談が、さまざまなチャネルか
ら来ており、管理が間に合わない状況。今後はその窓口をオンラインで一
本化できるような仕組みを入れていきたい。

総評

Good More

・関係者連携の確立 ・連絡チャネルの一本化
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２Qの活動計画

【計画】

・予約者との連絡方法の改善

・赤ちゃんイベント第二弾開催（看板づくり）
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■ ”まちづくり”を実現するスタンス

その他_①地域おこし協力隊インターン制度
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■地域おこし協力隊インターン制度（総務省）
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■あびら教育プラン×地域おこし協力隊インターン_概要

■業務内容

・あびら教育プランのサポート

・あびら教育プラン記事作成

・子ども向けイベント企画

・インターン期間の学び報告会

・安平町を活性化するその他業務のサポート

※例 プロモーション：あびらch撮影

関係人口創出：ENTRANCE運営、他

■期間（随時）

・2週間~3ヶ月（要相談）※1ヶ月以上が望ましい

・週4~5日（1日7時間45分 / フレックスOK）

■報酬

・￥12,000/日（宿泊 / 食費 / 交通費込み）

※報酬は終了後にまとめて支払い予定

■備考

・シェアハウス（男女別）に滞在可能（¥3,000/日）

・車の貸与は無し ※毎週TODOを確認しながら進めます。

曜日 時間 午前 午後

月
12:30~21:15
（7:45）

休暇 【あびらぼ】追分

火
12:30~21:15
（7:45）

休暇 【あびらぼ】早来

水
10:00~18:45

（7:45）
休暇 【遊育】ぷれいば

木
10:00~18:45

（7:45）
休暇 【遊育】ぷれいば

金
08:30~12:30

（4:00）
各種MTG 休暇

土 - 休暇 休暇

日
09:00~12:45

（3:45）
【ワクワク】PJ伴走 休暇

■週間業務一例（週5の場合）
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■あびら教育プラン×地域おこし協力隊インターン_日報
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■インターン生受け入れ状況

◆R4修了生：8名

◆R5内々定：3名

※来週から1人目がきます!!

◆R5面談予定：4名
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■あびら教育プランのインターンシッププログラムとは？

①若い力

②関係人口（まちの発信者）

①活動費

②暮らし体験

③包容力・「柔」

①運営サポート / ②暗黙知の明文化

「越境」による成長機会の提供・「剛」

新しい世界・異質との出会い

伴走の対象者

（向き合う機会の提供）

インターン生

子どもたち


